KID’SART羅針盤！ナビゲーター事前説明会概要
第１部　「市民の宝箱、山形美術館」　講師山形美術館学芸員の月本氏

ナビゲーターセミナーを以前受講されている方が対象で基本的な美術館でのマナーに始まり、山形美術館の歴史や背景、そもそもなぜ美術館が存在し、なぜ美術作品を未来に残していかなければならないのか等、様々な視点からご講演いただき、広い視野でナビゲーターとしての役割を再確認して頂きます。

第2部　ナビゲーターの役割について

説明：次世代育成委員会

ナビゲーターとして
子どもたちとわかり合える話し方を心がける。 

・わかりやすい言葉、わかりやすい表現で、優しく、易しく。

・子どもの発言をオウム返しで復唱することで、こちらの理解を表現する。

・簡潔に、はっきりと話す。

・伝わらないときは、繰り返し、ゆっくり丁寧に説明する。

子どもたちの言動を否定しない 

・まず、受け入れる。

・注意するときは、言葉を選んで。

　　例：～しない方がいいね。

・まったく関連なく思われる言動も大切にする。

・興味が持てない子どもにも、無関心にならない。

子どもたちの気持ちを大切にする 

・一人ひとりの気持ちを感じ取るよう心がけ、平等に接する。 

固定観念、既成概念を自ら口にしない。 

・子どもたちが、自由な発想で、それぞれ思い思いに、作品と接することができるように。

・作品や知識の詰め込みにならないようにする。

· 「教える」のではなく、一緒に「楽しむ」ことを心がける。

バックアップグループとして
作品への気配り
・絵画鑑賞プログラム参加者（子どもたち）が、作品に触れたり、ぶつかったりすることのないように注意する。

子どもたちへのまなざし
・あたたかいまなざしと、笑顔で対応する。

・話すときは、子どもと同じ目の高さで。

・子どもたちの良いところを見つけ（言動、制作など）ほめる。

・ナビゲーターが話している最中でも、集中力が散漫がちだったり、話に混ざれなさそう

　な参加者がいたら、そっと語りかけてナビゲーターへの注目を促す。

・自分の好きな絵の前に立ち止まった時には（自分なりの言葉でよい）絵に書いてあるものを様々な言葉でヒントを出し好奇心や気づきを引き出す。

作品へのまなざし 

・子どもの目の高さで作品を見てみる。

・子どもたちが気づかない部分や角度を示し視点をばらまくようにする。

他の来館者への気配り
・他の来館者に大きく迷惑がかからないように事業内容を説明し理解をお願いする。

・他の来館者から子どもたちに悪い影響がないように気を配る。 

第3部　対話型創作プログラムについて

説明：次世代育成委員会

●目的：

・美術館に親しんでもらう、また美術館を楽しんでもらう。

・美術館を身近で気軽な場所に感じてもらう。

・気付きを味わうことで作品とじっくり向き合う体験をしてもらう。

・様々なかたちの鑑賞により美術作品と仲良く親しくなるような体験をしてもらう。

・豊かな感性、人間性を育む。

・自分の目で見て自分で考え自分で表現する。（観察力、思考力、表現力、想像力、創造力を養う）

・自分が受け入られることの喜びを知ってもらう。

・自分と違う考え方や、表現を受け入れることができるようになってもらう。

・柔軟で豊かな感性、人間性を備えた人格を形成する一助となる。

・いろいろな表現方法がある事をしってもらう。

・作品を楽しみ、作品に対しての想い入れを持つことができる。

・

●概要

美術館展示作品より一作品を選び、自由に物語を創作し場面を作品にしてゆく。

●ナビゲーターの役割

□美術館内

・対話型絵画鑑賞プログラムの手法を用いて子ども達の想像力を膨らませる。

・美術館でのお約束を子ども達と一緒に理解し実践する。

・他の来館者への気配りをおこなう。

・作品への気配りをおこなう。　

□作品作成

・子ども達の物語を否定しない。

・子ども達の気持ちを大切にする。

・作品や知識を詰め込まないようにする。

・子ども達が自由な発想でそれぞれが思い思いに作品と接することができるようにする。

●フローチャート

事業の導入からまとめ

挨拶・歓迎～入館～対話型絵画鑑賞プログラム～作品をテーマに物語の創作

～物語の作品作成～発表

